




















れたのは、日本で応仁の乱が終わった一四七七年という古さであり、人口の約四割が学生と学校関係者という大学町である。哲学者ヘーゲル、シェリング、詩人ヘ ダーリン、それに天文学のケプラーなどが学んだ。文学者ヘルマン・ヘッセ（一八七七―一九六二）も青春時代をこの町で過ごしている。イ ド 分野ではガルベが着任する前に『サンスクリット・ドイツ語辞典』をベート クとと に編纂したロートがお 以後にグ ゼナップ、テ ーメが順に教鞭をとっていた。
作家の辻邦生はこの町を訪ねて次のようにいう、 「急な丘の斜面に並ぶ古風な大学町は、赤茶け 瓦屋根を立体派




な水面に逆さまに映っている。午前十一時の太陽が、燃える暑熱を加えながら、橋の真上にかかろうとしている。自転車に乗った可愛い少女が二人で橋を渡ってゆく。や て下流からボートに乗った数人 若者が、なめらかなオールの動かし方で、橋の下をくぐり抜けてゆく。ことらに向って手を振る。静かで、充実して、華麗で、単純だ。ぼくはまたしても溜息をつく。溜息なんかつくまい、と大決心をしたにもかかわらず、この典雅な自然の静謐感と透明感には溜息が出るのだ。丘の緑の森 埋 た赤屋根が 太陽の光のせいだ、淡い靄をかけたように銀色がかって見える。空は深い紺青に晴れている。真夏がこれほど純粋な美しさで輝 こと 果して他処で可能だろうか」 （ 『夏の光満ちてパリの時』 ）
あるいはやはり作家の多和田葉子によれば、 「 （エバーハルト）橋の上から眺めるネッカー川の眺めは何度見ても風
景画のようで現実のものとは思えない 柳が水面ぎりぎりまで垂れ、川岸は川の水の戯れに身をまかせ、まどろんでいる。岸はコンクリートで固めら どいない。大きな船が通っているのは見たことがない 、多分浅いのだう。夏には竿舟に乗ることも きる」 。夜などは「小さ 村なの 、 少 歩けばもう村を取り囲む大きな暗闇が広がっている」 。 （ 『溶け 街
　
透ける街』 ）








英博物館にある 『シュラウタスートラ』 （バラモン教の家庭祭式） の研究調査のためロンドンに赴いた。二十八歳の時、インド・ベナレスに一年半ほど滞在し、インド人の学者（パンデイット に就いてサーンクヤのテキストと『シュラウタスートラ』を研究した。インド 記に『インド旅行スケッチ』がある。とは えかれは現実 イ ドに対してはきわめて悲観的であった。滞在中、つねにマラリヤからの攻撃を受けたからである。
帰国後、 『サーンクヤ・スートラ』とその注『カーリカー』を校訂翻訳。一八九四年、 ケーニヒスベルク大教授となり、

















知ることができる。 「お話の中にドイツに留学され 思い出があった。先生の師事されたガルベ教授が第一次世界大戦で一人むすこを喪ったこと、美しい東洋風の娘がガルベ あったこと、ゲッティンゲン 散歩道で、教授にひょっこり行きあわれた折りの挿話などである。五十年前の楽しい追憶に、 先生はしばらく耽 （ふけ） られ のである。 」 （ 「宇井先生の業績」 ）








位置するようになっ 。元来、貴族の子弟の入学が多く、またノーベ 賞受賞者が三十数名あることにちなみ、 「貴族の大学」 「ノーベル賞の大学」 （大西健夫『ドイツの大学と大学都市』 ）と呼ばれている。数学、天文学のガウス、物理学 リヒテンベルクなどがいただけでなく、物理、化学を 心としたマックス・プランク研究所がある点でも有名である。 「散歩道」とは街全体を星形に囲っていた城壁を撤去したあとを散歩コースにしたもののことをいうのあろう。
ヘルマン・オルデンベルク
宇井が訪問当時、ゲッティンゲン・インド学の教授だったのはヘルマン・オルデンベルクである。渡辺海旭がドイ

























ド古代に自然哲学を説いたヴァイシェーシカ哲学の一つの古典が、そのサンスクリット原典は散佚してしまったのに、その漢訳が漢訳大蔵経の中におさめられて、シナ・日本に伝わっているので、それを研究出版翻訳されたものである。ロンドンの王立アジア協会から出版され 世界的に高く評価されている研究である。この書は、国際的に学者としての先生の名声を決定的ならしめたものである。外国で出版されたどのインド哲学史をとり上げてみても、先生のこ 書に言及していないものは一つもない。まさに の学会の声價を高めたものであり、これ一つだけでもわれわれ日本人の学徒は外国 学者に対して肩身の広い思いがするのである。 」 （ 『インド哲学から仏教へ』あとがき）
『勝宗十句義論』は漢訳だけで伝わるヴァーシェーシカ学派の哲学書であり、英訳するにはかなりの困難があったと思われる。宇井はそれをトマスの指導の許で進めたのである。中村元が伝えるところによると、宇井はガルベの許でパーリ語も習ったという。それも学生と二人だったとある。








元来予は仏教の専門家ではない。また目下の事情上、その専門学者たらむことを望むものでもないが、印度の思想を研究する学徒としては、少くとも印度に於ける仏教 発達を知ることに多大の努力を費さねばならぬから 其為に印度仏教の研究に進まむと希う 居るのである。この時、宇井は四十八歳である。生涯を通じて仏教研究に多大な精力を注いだ宇井ではあるが、こ ことばは意外
である。これは仏教研究を深めつつあるものの、自分の専門分野はあくまでもインド哲学であると表明したことばである。宇井は晩年、文化勲章 受賞したが、皇居で 講書始めの際に、










明治三十九年九月から一般的の印度哲学史が講ぜられて以来、其各方面に於ける細い研究の進歩したことは著 いことであるが、然し一般の傾向を見ると、最初期からドイセン氏の一般哲学史の初三巻に述べられて居る印度哲学の見方又は扱ひ方幷に解釈が基礎をなして居ると思はるる。実をいへば予自身も最初は氏にのみ傾倒し殆ど他の研究解釈を顧みないかの如くであったが、後西洋に遊むで彼地の学界の状態の全く之 反す を見るに及むで、広く諸学者の研究成果及び原典資料を渉猟し、滞欧四年の初半 間は人知れぬ苦心 下に、足らざ ながらもドイセン氏の影響の蝉脱に努力し、遂には氏の解釈取扱の正鵠を得ない点の少くない所以を理解するを得たと信ずるを得るに至った。 （印度哲学研究第四 緒言）これ よると、欧州に行ってみると、学界 はドイセンはもはや顧みられない実情 知り、氏 影響を極力排除し
ようと努めたという。


















仏教写本研究の第一人者で、ゲッティンゲンの教授となったヴァルトシュミット（一八九七―一九八五）がいる。ドイセンはインドへ講演旅行に行ったことがあるが、サンスクリットを話すことができた。近代インドの宗教改革運動家ラーマクリシュナの弟子ヴィヴェーカーナンダ（一八六三―一九〇二）がニューヨークからドイツを訪問した際、ドイセンとサンスクリットで話している。 サンスクリットを話せたドイセン （おそらく宇井の師ガルベも） 。 弟子にヴァルトシュミットなどのいたドイセン。こうし 点でもドイセンは高く評価さるべき人である。
姉崎正治がドイセンの許に留学した当時、眼疾のあったドイセンは、ほとんど字が読めなかったという 、宇井が
ドイセンの許に行くことが かったのは、以上のよ な事情があったからであろう。
一二
